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昭和55年3月号 学
ます。
諸君がこれから巣立ってゆく現在の社会情勢は． 御存知
の通り激動の時代を迎えようとしており， 特にわが国を取
巻く情勢は必ずしも楽観できるものではないと思います。
この時に当って， 多くの可能性を内に秘めた若い諸君達が
いよいよ社会への第一歩を踏み出すことの意義について考
えてみていただきたし・と思います， 諸君はこれからいよい
よ現世の荒波の中に船出するわけでありますが， 諸君とし
（昭和55年3月） ｜ てはこの際， 内にもつ潜在的な何かを， 自分の手で引き出
すことによって， 自分を試してみることができるのです。
考えようによっては， 諸君のような若者だけに恵まれる，
またとない機会を与えられていると言えるのではないでし
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示
昭和54年度富山大学卒業式学長告辞
諸君はこの度面・山大学における諸種の課程を修了し， 本
日ここにめでたくzt：業の臼を迎えられたのであります， 私
共すべての富山大学教職員は， 卒業生諸君に対しまして，
心からおめでとうと申上げますと共に， 諸君の前途に大い
なる期待を寄せ， 今後益々の御発展を祈念する次第であり
報 第199号ー
9 
ょっカ通。
諸君はこの富山大学で何を学んできたのでしょう。 ただ
単に知識や技術の修得だけではなかったはずです。 物事の
考え方も学んだでしょう。 友情の温かさ， 時には人間関係
のむづカミしさを身に泌みて味わった方もあるでしょう。
また人によっては充分な体力や精神力を身につけてきたの
ではないでしょうか。 先程私は諸君には多くの可能性が秘
められていると申上げましたが， それはただ単に知識や技
術だけではなし 諸君が在学中に肌で感じとったこれらの
体験を指した積りなのです。 このような下地があって， は
じめて諸君は間もなく眼前に立ちはだかるかも知れない，
峨しい道を， 自ら切拓いて進んで行くことができるのだと
思います。
さて諸君を待受けている一つ一つの職場は， それが企業
であれ， 学校であれ， また大学院に進学される諸君にとっ
ては研究室であるか も 知れませんが， とにかく各職場では
諸君が大学で学んだ知識や技術そのものには， それ程大き
なltJJ待を寄せていないというのが現実の姿であります。 そ
れは何故でしょう。 諸君が現在持っている知識や技術は，
これからの仕事の基礎にはなり得ても， 即戦力にはならな
いからです。 現在のように学間体系が多彩に分化している
為に， 教えることのみ多い大学では， 実学そのものを教育
の一環として位置づけるわけにはいかないということもあ
りまして， この点大学にも一考の余地があるかも知れませ
ん。 しかしそれよりも， 最近のように多様化した社会にお
いては， 各職場ごとに， それぞれが持つ独自の考え方や行
き方というものがあって， 各職場では， はじめからその方
針に沿った人材を養成しようという態度で臨んでいるので
あります。 従って諸君は社会へ出れば， いきなり再教育さ
れる立場に置かれるのです。 長い人生から見れば， 諸君は
まずはじめに小学校l年生の扱いを受けることになるでし
ょっ。
ここで重要なことは， 諸君自身にとっては，教育される，
教わるという受身の態度でのぞむなら， それは彼らの考え
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ている再教育に答える道にはならないということです。
諸君はこれまで大学では充分な余裕もなし専ら教わるとい
うことで終古台してきた人が多かったのではないでしょうか。
本来なら大学でも， 学生は教わるのではなし 自ら勉学す
べきものであったはずです。 この点私達教官の側も， もう
一度原点に戻って考え直さねばならないでしょう。 とにか
くこれからの諸君は生涯を通じて学ぶ人間になってほしい
と思います。 最近生涯教育という問題が大きく取上げられ
ていますが， これはあくまで社会全体の側から見た言葉で
ありまして， 生涯教育なるものは外からの押しつけでは成
功するはずのものではありません。 社会の防成長一人一人
が， 生涯を通じて学ぶことの大切なこと， そして学ぶこと
の楽しさを身につけてゆくことに基本を置かなけれは‘なら
ないと思います。 このように， 自ら進んで学ぶという自覚．
これはどうしたら身についたものになるのでしょう。
諸君はこれからいかなる職業につくとしても， それを生
活の基盤とする以上， 職業人， すなわちプロとしての自覚
一一プロ意識ーーをもってほしいと思います。 このプロ意
識について． 過日私はラジオで偶々， 将棋の升旧名人の話
を聞きましたが， その話は味わいがあったので耳に」上リま
した。 彼はプロの第l条件として， 自分の先生を追越すと
いうことに目標を置いて， 陶iえ問ない追求をすることを挙
げていました。 第2にはプロたる者はH舜間的にi盛i械な判断
ができねばならず， そのためには常々集中力が発織できる
ように訓練されていなければならない。 5!\ 3に， 一つの仕
事を終えるl史ーに， 一々それでよかったかどうかの舷認をす
ることが身についているようでなければならない。 そして
最後に， 精神は常に若々しし いつも夢を持ち続けている
よるな人物Jこそプロであると言い切っていました。 彩、は将
棋の駒の置き方も知りませんが， この話をriri � 、て， 私がこ
れまでやってきた学問の道も， 将棋の道も.if五むべき道はた
だ一つであることを痛感しました。 私はまた娘のことで，
以前にノミイオリンの先生と長くおつき合いしたことがあり
ましたが， その先生と話をすればする紅， 音楽の道と学聞
の道とに大きな共通点のあることを知りました。 現在は11主
人となられたその老先生が， 日頃強制されていたのは， 徹
底的に基礎を固めること， 自分で常に」ちえながら工夫する
こと， そして人が遊んでいようヵ、いまいが， 7イペースで
一年中練習を欠かさないこと， ということでした。 このよ
うにみて来ますと， プロとして大きく育つためには， 仕事
の種類のいかんを問わず， 何か共通的に身につけねはなら
ないことがあるように考えられるのであります。
このようにプロ意識というものに何か共通項があるとす
れば， それは常に考えながら， たゆまず追求し， 努力する
報 第199号
によって， 素質なるものを求められるかも知れません。 し
かしプロ意識の共通項と考えられる不断の思考， 追求， 努
力だけでもプロの道を歩むことは充分できると思います。
実際にこれだけで， プロの飯を立派に食っている者もあれ
ば， 素質は充分あっても， その点で欠ける為にブロを失格
する者もいることは． 諸君も御存知の通りであります。
これまで私は卒業生諸君一人一人のこれからの＂.t＇みにつ
いて， 夜、なりの希望を申上げて参りましたがー このことを
社会のレベルで考えてみたいと思います。 そこで現抗のヨ
ーロッパ社会に目を移してみましょう。 西ヨ一口、ソパの国
々を考えてみて下さし、。 政府は国民に対しし、くら勤労を要
請しでも国民はそれに答えてくれないという国があるよう
です。 これに対して東ヨーロッパのあちlJ<Iでは国民一人一
人にノル？を示して， 国の盟主税下に働かせようとはするも
の， 能率が上らないで[l;Jっているといわれています。 その
間にあってドイツでは凶民自らが働らく意慾を燃やしてお
り， ヨーロッパではただ一つ繁栄の道をJ））ミんでいます。 こ
れではっきりしていることは，lli l込の勤労志、j必なるものも
上からの押しつけではだめで． 国民｜司体から't.�J；ってくる
ものでなければならないということです。 幸いにもわが医！
の現状はドイツl＼日といえるかと思いますがこの日本の中で
も白山県は勤労県として全［E［に名だたっていることは衆知！
の通りであります。 この詰illの地に数年間学んできた諸君
も， 県民のi動〈姿をまの当りにじっくり凡てこられたと思
います。 このような経験の持主て、ある卒業生l諸君一人一人
は， これからのわ力、·L�＇.Jを背負って立つ方々だと思いますが，
以L申Jゴfたような点でリーターシノブをとっていただき
たいものと大いに期待しています。
本日私は卒業生諸君に対し，一日で致�k:'Jしてしまえば「頑
張れ」と申上けたに止まります。 これは簡単な言集ではあ
りますが， 生i!Jを通じて， N目先j日少しづ、つ干貴重ねてゆく
よりほかあリません。 どうか大学時代にt{'iかった健康とい
う大きな資本を大切にされて， これから大いに発展して一下
さい。 誠に簡ー単な内谷ではありましたが， これをもって卒
業生諸君へのはなむけの言～染にかえたいと存じます。
関 係
法 律
法 d岳、守3
（；間官）
0所得税法の一部改正する法律（ 8 ) 3 ・31
0 国立学校設置法のー音I＼を改正する等の法律(14) 3 ・31
といったような， ごく平凡な事柄が大きく3・ひ‘上ってくる ｜政 令
ように思われますが． このほかにブロにはそれぞれの仕事 ｜ 0支出に関する事務を電子情報処理組織を使
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用して処理する場合における予算決算及び ｜ 富山大学大学院委員会の一部を改正する規則
会計令等の臨時特例に関する政令（22) 3 ・27 I 富山大学大学院委員会規則（昭和42年5月19日制定）の
o国家公務員共済組合法施行令の一部を改正 ｜ 一部を次のように改正する。
する政令（29 ) 3 ・31 I 第 1 条中「第3 3条第2項」を「第35条第2項」に， 「およ
省 令
。国家公務員共済組合法地行規則の一部を
改正する省令（大蔵8 ) 3 ・11
0電子情報処理組織を使用して処理する場
合における支出に関する事務の取扱いの
特fijljに関する省令（大蔵11) 3 ・27
規 則
on用試験の一部を改正する規則l
（人事院8 -18) 3 ・ 3
ot＼＇’理職民主；の範DJIの一部を改正する均l!Jlj
（人事院17 0 ) 3 ・10
0特殊勤務手当の一部を改正する別！川
（人ヰ叩完9 -30) 3 ・15
0指定職俸給表の適用を受ける職討の俸給
月富i'!のー古｜；を改正する組HrJ（人中院9 -42) 3 ・15
0特地勤務手当等のー古｜；を改正するj山jlj
（人事院9 -55) 3 ・15
o:-Jk出勤時·；xHの給与の－�I＞を改iFーするHlHIJ
（人中｜出9 - 1 )  
Of本給のi』.�t�Miの一一点｜；を改正するかH!rJ
（人事院9 6) 
0村地勤務手当�；の一吉｜；を改正する！川！IJ
（人事1;1t9 55) 
0筑波研究学Wlfil；市移転手当の一帯｜；を改正
するJJlWJ（人中院9 -58) 
0女f職HJえび正f.少�1lXHの健康， 安全lえび
NM1Iグ〕ーー百i；を改i上する）礼!!IJ（入場斗淀10一7)
O�i攻以の災害；11lfftの－；fl；を改正するj似!IJ
（人事院16 0 ) 
。災告を受けた�i&Hの制祉施1泣の一日｜；を改；
正する!Jlljlj（人4市tl6-3) 
O:fill佑／えびt1,\t1＼地設の実施のー古｜；を改正す
るUl!IJ （人』＇Fl完16- 4 ) 
学 内 規 則
3 ・31
3 ・31
3 ・3 1
3 ・31
3 ・31
3 . 31 
3 ・31
3 ・31
富山大学大学院委員会規則の一部改正
び」を「及びJに改める。
第2 条第l工員中「次に掲げる職員jを「次の各号に掲げ
る委員」に改め‘ 同条第 3J頁を次のように改める。
3 補欠の委員の任期jは， 前任者の残任期間とする。
第3 条第2号中「および」を「及びjに， 第4号中「学
長の」を「学長が」に改める。
第4 条第2項を次のように改める。
2 学長に事故あるときは， 学長ヵ、あらかじめ指名した委
員がその車生1寿をffう。
第5 条第1 J頁中「議事を聞き議決」を「開会」に改める
第6条を次のように改める。
（定、見の聴取）
第6条 委員会が必要と認めたときは， 委員以外の者の出
「市を求めて意見を聞くことができる。
封印 7 条中「士j\務 局が」を「庶務部庶務課において」に改
める。
附 則
この＃！.f!rJは， 昭和55年3H14日から施行する。
富山大学文書決裁規則の一部改正
·，；•；山大手：文書決裁判mの一昔JSを改正するガrnrJを次のとお
リ制定する。
昭和55年3月31日 ’戸山大学長 柳田 友道
富山大学文書決裁規則の一部を改正する規則
日山大学文書決1&: 1Jl t!IJ （昭和48年12月21日制定）の一部
を次のように改正する。
�lj表主主3を次のように改める。
別表第3 委 任 半 tfi
じと＿ ＿＿ !_J _＿；�空 i
I f ·'.'f九州［先的布ll助会 ｜ 学 長
l に係る研究分担者 ｜
！ となることの承諾 ｜
附 則
り者 ｜ 備 ；iJ
学 部 長
教養音｜；長
この悦!!IJは， 昭和55年4 f1 l日から施行する。
富山大学における旅行命令権
の復委任に関する規則の制定
出UJ大学における旅行命令依の似委任に閲する規則を次
出山大学大＂｛：・院安ii会Hl!!rJグ） - ;1;1；を改正する）礼t!IJを次の ！ のとおり；IJIJ5とするc
とおり制定する。 ｜ 昭和55年3月31 cl 
II［｛千ll55年3)·Jl4tJ 日山大，：子長 tW ！日 友j立
3 
i�S山大学長 初l!W 友道
昭和55年3月号 ゐ比一チ
富山大学における旅行命令権の復委任に関する規則
（趣 旨）
第1条 このがmilは， 文部省所管旅費総tt1J （昭和25年12 Fl 
25日文部省訓令） 第3条第l項の規定に法づき， 学長の
権限に属する旅行命令権の復委任について定めるものと
する。
（復委任）
第2条 学長は， 次長の左側に梢げる職員に， それぞれ右
榔jに掲げる職員の前条に規定する旅行命令権（外国旅行
に係る旅行命令権 を｜徐〈。）を復委任する。
受 任 者 復 委 任 の 純 ！l:H
事 務 局 長 事務局所属職員（局長， 音II長j止び謀長を
除〈。）に対する旅行命令伶＝
学 生 部 長 学生音I＞所属職員げはし次長及び課長を
除く。）に対する旅行命令怜
保 健 管 理 保健管理センタ一所属職員（所長を除く。）
センタ一所長 に対する旅行命令権
A寸,,. Jill 長 学部所属職員に対する旅行命令椛
教 養 部 長 教養部所属職員に対する旅行命令権
附属図書館長 附属図書館所1,1\�llkHに対する旅行命令怜
経営初期大学者｜； 経営j;•Jmj大学者I＞所属職員に対する旅行命
王 �； 令w�
附 員lj
この規則は， 昭和55年4月1 日から施行する。
別記 別図（1)
当た
ク’ ラ ン ド
報 第199号
富山大学構内交通規制に関する
暫定 実施細目の一部 改 正
富山大学構内交通規制に関する首定実施制II自の一部を改
正する細目を次のとおり制定する。
昭和55年3月31日 富山大学長 糾11回 友道
富山大学構内交通規制に関する暫
定実施細目の一部を改正する細目
富山大学構内交通規制に｜刻する瞥定笑施細目（昭和53年
3月31日制定）の一部を次のように改正する。
別図（1）及び別図（2）を別記のとおり改める。
附 則
このキIll日は， lit\和55年4月1日から実施する。
凡 岡
帯界
域車
犠
区域駐区止区時地禁止一当車禁者但停車来局駐駐外部昭 一凶 皿
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別記 別図（2)
報 第199号
／U業
富山大学職員会館管理運営要項の制定
；；：山大’J：峨H会自f·; ）＼＇幼�；包；：1・事�mを；大のとおり制定する。
｜！日干1155年3 JJ 31 ll ·，；；：；山大4字以 何lll:LI 友道
富山大学職員会館管理運営要項
(Jill 行）
約l条 この号t』1'iは， ’1：·；山jぐγ：恥i l i会館（以f「職以会館」
というの）の仇士Willi’l詰・について必攻なや引を定める。
( II 111-J) 
与；2 �食 1岐i i会館は’ ＇1：－；山j、，γ：（乱t，；：噂；、l
以、lで「＋学」 という。）の1峨11のlilf修／えびt1i'；利ll/':J.:.に二WJす
る集会1ご�！［�びに公t努のための米学名一（以ド「米ヴ：；I'：」と
いう内）／土び1（＇、J：の1故主｛のの1i'li「JIこ山間することを目的とす
る。
（干＼＇ �I!!_) 
ti\ 3条 峨1l会館の：i�＇�lj！は， ＇］＇；－＇；｛：先r＂］ヵ、ri－い， そのι•j•；＿務は，
庶務部人＇］＇1諜において処却する。
（泊 日立）
第4粂 1成長会館の｛史問できる地誌は， 次に仰げるとおり
とする。
(l) 研flt:{£ l '.'\' う工14251"1
(2）集会主 l指 定員35名
(3) 1i州’｜主 6託、（千JJ主4’七， j'.f"l: 2 －�、）定員各2名
(:!) 談話ヰ、 l主（研修， 集会笥ーの｜努l立び宿泊
二析にi以IJi史片jできる。）
(5) 食 ’；；；： l �｛ （宿泊者に｜以り使用できる。）
（休館日）
t:l'l 5条 峨H会館の休館Hは， ：大の各号にmげるとおりと
する。
(l) l::llli'i!Hi立び［Jcf l亡の悦日に｜刻するi去律に定める休日
(2) 12H29日から＇�1！年l }j 3 Hまで
(:-;) その他省明！上必要と認めた日
（門 ｜以）
第6条 峨H会館の門l以は， 午後lOli'�＇とする。
（使用子統及びiii一両J)
第7条 施設を似用しようとする者（以ド「使用者」とい
う。）は， 7}1]紙第l号係式の白山大学職員会館使用申込書
により， 使用Hの2j盟IHJ前から2日前までの聞に人事課
長あてに提出しなければならない。 ただし 米学者が宿
ィ［ける場合は， 4-=4：の職員が使用者に代わり手続きを行
うものとする。
2 宿泊三1の使用手続きは， 所属の課長若しくは事務長を
続出して行うものとする。
第8条 人事課長は. t11i条の申し込みに対し， 許可したと
きは. �IJ11�第2号様式の高山大学職員会館使用許可書を
使用申込者に交付し， 思lげよ〔第3号様式の富山大学職員会
館使用許可通知］ \1{•ーを経理部長あて送付（次条ただし書の
場合を｜徐〈。）するものとする。
lN:JtJ半IJ
毎日9条 ｛史問名ーは， 宿泊を前可されたとき使用料として1
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昭和55年3月号 学
（表）人Ii自につき1,000円を経理部経理課出納係に納付しな
ければならない。 ただし， 本学の職員が公務上宿泊する
場合は， 使用料を徴収しない。
2 使用料は， 前納とし， 既納の使用料は， 還付しない。
（実費の負担）
第10条 使用者のうち， 宿泊室を使用する者は， l.JJJに定め
る実費を負担しなければならない。
（使用者の遵守事項）
第11条 使用者の遵守事項は， 別に定める。
（損害の弁償）
第12条 使用者は， その責に帰すべき事由により設備及び
備品を損傷し， 又は汚損し若しくは滅失したときは， 原
状に復すか， 又はそれに相当する損害の弁償をしなけれ
ばならない。
（特別措置）
第13条 事務局長が管理運営上やむを得ないと認めたとき
は， 前条までの規定にかかわらず特別の措置を執ること
カずできる。
附 則
1 この要項は， 昭和55年4月1日から実施する。
2 富山大学職員ホール運営内規（昭和41年1月1日制定）
は， 廃止する。
（思Jj紙第1号様式）
一係一一貝一一 職 一一 長 一
一 山
一
！ 一長一一課一一事一一人 一
富山大学職員会館使用申込書
昭和 年 月 日
富山大学庶務部人事課長殿
使用事込者所属氏名
⑮ 
下記のとおり職員会館を使用したいので許可願し、ます。
用 設 一 的使施一使目
宿 泊 室 研究室・集会室
名 ｜ /I I.研 修 室j I I 2.集 会 室I I I (0で囲む。）
｜ ／ l 使用者所属氏名
｜／ ！ 他 名
i謀長 ・ 事務長印
使叩 ：； ； ： ： ：；；：（出自詰）｜
期 間 ｜ 昭和 年 月 日 時から 時まで｜
〔参考〕 宿泊室・和室・ 立山（ 8畳）・剣， 薬師， 大日（ 6畳）
洋室・神通（浴室付）・黒部
所 属 氏用使者
所属
氏名
報 第199号
（別紙第2号様式）
富山大学職員会館使用許可書
昭和 年 月 日
使用申込者
殿
富山大学庶務部人事課長
⑮ 
下記のとおり職員会館の使用について許可します3
言己
使施用設
使用目的
使h所氏
用
属名・ ｜ 
所 属
宿 泊 室 研修室 ・ 集会室
I 名I I研修 �十一一一→2集 会 室
寸一氏名
他 名
使用 ｜ 昭和 年 月 日 時から／宿泊数＼ I ��，r� I 許可 ｜ 昭和 年 月 日 までで〔 泊； I経理 部 ｜I ｜経理課 ｜期間l 昭和 年 月 日 時から 時まで｜出納係｜
（注）・宿泊室の使用料は前納となっておりますので1本許可
書を持参の上， 経理課出納係へ使用料を納付すること。
・使用料収納確認印のないものは， 宿泊できません。
氏 名
用可名使前室
（裏）
宿泊室使用についての注意事項
1 宿泊期間を知給するとき又は宿泊しなくなったときは， 速
やかに人事課職員係まで御連絡ください。
2 宿泊されるときは， 事前に本許可蓄を管理人にお波し原！Ii＇、
ます。
3 宿泊室の定員は， 各室2名となっておりますので， 相部屋
をお願いすることがあります。
4 宿泊に伴う実質は， 管理人に納付願います。
5 宿泊は， 午後4時以降入室， 翌日午前9時以前退室としま
す。なお，門限は，午後10時となっておりますので， 厳守l.�Iiい
ます。
6 宿泊室内での飲食は御遠慮願います。
7 火気の取扱いには， 特に注意願います。
8 職員会館使用者遵守事項を厳守願います。
6 
富山大学職員会館使用許可通知書
昭和 年 月 日
富山大学経理部長殿
富山大学庶務部人事課長
⑫ 
下記のとおり職員会館の使用を許可しましたので
通知します。
言E
使用
宿 泊 の た め目的
1者氏i叶t ：名:, 所 属 氏 名 室名 使用料 宿数泊 使用料計同 i(I F工
｛車Ill
許可
出H問
使用 昭和 年 月 日 時H寺かまでら ( 宿泊数J白 L／ 許可 昭和 年 月 日
脳JIUJ 昭和 年 月 日 時から 日寺まで
第199号
OilJ紙第3号様式）
報
(2）昭和54年度富山大学大学院理学研究科（修士課程）及
び工学研究科（修士課程） 修了者の認定について
品同寺ー昭和55年3月号
工学部， 教養
昭和54年度第13回評議会（ 3月14日）
（報告事項）
(1）昭和54年度富山大学大学院理学研究科（修士課程）及
び工学研究科（修士課程）修了者の認定について
(2）教官人事について（人文学部， 理学部，
部）
(3）学寮問題について
（審議事項）
(1）昭和55年度富山大学入学者選抜試験合格者の判定につ
いて
(2 ）高山大学大学院委員 会規則の一部改正（案）について
(3）富山大学教務委員会規則jの制定（案）について（継続審
議事項）
(4）富山大学将来計画委員会規則！の制定（案）について（継
続審議事項）
(5）教養部長候補者の選考について
(6）昭和54年度i卒業者及び修了者の認定について
議
AQ一A
諸
昭和54年度第6回大学院委員会（ 3月14日）
（審議事項）
(1）高山大学大学院委員会規制の一部改正（案）について
動異事人
II 
II 
II 
富山大学長
富山大学長
富山大学長
文部大臣
一報
H
一
n
一
大
一山一叶 昂
任命権者
富山大学長
坦l盟主全壬E旦」区一一主＿＿1一一旦担竺！万監四一ー－斗一一一一一一一丘二型＿＿＿＿！�！＿＿＿＿！賢一一一
55. 3 . 10 竹 主主 義 雄 ｜ 凶玉務補佐民 （ 附属図書館 ）
用1 II ）民主 木 浦三郎 ｜ 宅事務補佐 員 （附属図書館 ）
55. 3 . 13 .t}.� I且］ 道 子ー 川支能補佐員 （ 庶務部庶務課電話交換手）
配世故 55. 3 24 山 本 順 子L 事務補佐員（附属図書館 ｜ ；事務補佐民（庶務部 人事謀）
ri亙区
三三士区
互二二
百五百
両民主�
－＝二
五王子通
量至函三豆亘
室直互
亙る
fJI ff 55. 3 . 1 森 井 正 ｜ 教育学部附属さf：校第 二係 長 l教育学部附属学校第一係長
55 目 3・�I ：！＼＂＂／ 悶 砂 川 教授（教育学部） ｜昨干 職
II ｜ ブミ；森 氏 二 助教授（経済学部） ｜百平職
II 
什；;1 則 和 夫 ｜ 助教校（経学初期大�j.：部） ｜併 職
II ｜松本 勝｜議日rli （理学部） 川キ職
II 川手 当l松｛変｜講師（教養部） ｜所職
II ｜熱的 i'l 1:1!: I 教諭 （教育学部附属小学校） 府 職
II I Jll 牒 鋭｜教諭（教育学部附属 中学校 ） 昨 職
55. 3・21 県 田 幸＇，＇ 子. I ll,li，時用務員（工学部作業員） 昭和55年3月20日限り退職
55. 3 23 I津 鱗 まゆみ 事務補佐員（附属図書館） ｜ 昭和55年3 月22 日 限り退職
II 
｜竹 内暁 美事務補佐員（附属図書館）
I Bi'.:l和55年3t- l22日｜限り退職
55. 3 . 3 2 竹 森 義 雄 事務補佐員 （附属図書館 ） ！ 日前日55年3月初日限り退職一 一 一 一 一 － 
II I ii￥ 木 粥三郎 事務 補佐異 （附属図書館） ｜昭和55年3月29日限り退職
55. 3 . 31 立 花 保 子 事務補佐員（人文学部・理学古川昭和55年3月30日限り退職
II 川集 富士子 事務補佐員（人文学部・理学部）｜昭和55年3月30日｜浪り退職
II ｜回 目店 ー 紋｜臨時用務員（教育学部作業以）｜昭和55年3 J.]30日限り退職
司法
1政
T本ι41・
主T
退
7 
昭和 55年3 月号
学 内 諸 報
教養部長の改選
品.... 寸・
杉本新平教養部長め任期が， 昭 和 55年3 月31日に満了す
るため， 教養部教授会は， 2月 2 0日に次期教養部長候補者
の選挙を行った。 その結果， 悔原隊章教授が選出され， 3 
月 14 A評議会の議を栓て教養部長候補者に決定した。 任期j
は， 昭 和57年3 月31日までである。
梅原｜を章教校は， 昭和 17年9 月京都帝国大学文学部史学
科卒業，｜司22年 4 月同大学大学院修了， 同23年 2月富山高
等学校講師， 同25年3月富山大学文理学部議�iii, I司2 7年7
報 第199号
月間助教授， 同39年6月文学時士， 同4 2年4月教養部助教
校， 同年9月間教授となり現不f'＿に至っている。
この陪j， 同4 3年 12月から同45年10 月まで評議員， 同43年
10月から同44年 5 月まで学生部長， 同4 5年4月から｜司4 7年
3月まで教養部長などをHt任した。
専門は歴史学（日本史）， 富山県出身。
学 位 取 得 者
取 得 者 工学部 事務補佐員 山西 il�J一
取得学位 工学博士（大阪大学）
取得年 月 日 昭和55年3月2 5 日
学位論文名 ヒトのフィンカータッピングの研’先
一 分散j立び位相選移曲線による制後II機構の解
析
海 外 渡 航 者
55 _ 4 - 19 
富山大学学生部及び保健管理センター改修工事
かねてから， II川うよ古j\J-iニ令を改修工半中のところ， 3月15 El に光 ！えした 。 この組物には， 1 I；符に保（佳作製センタ (524m＇）が，
21法に学生fill ( 619nf）が配Li立されるc
当該部It；）の配置iは， 次のとおりである。
l 階 平 面 図 2 階 平 副 図
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昭和55年3月号 学
学内レクリエーション
砂文部省共済組合富山大学支部スキー講習会
実施月日 3月l目的， 2日(II)
場 所 牛岳スキー場
参加者 組合員33名 組合員家族7名
大学職員（非組合員l名）
入 賞
中級以上
優 勝 清水良太郎 （経 理部）
準優勝 武田知己郎（人文・理学部）
一 位 牧野秀雄 （経理部）
初級以下
優 勝 真田泰平
準優勝 訴］馬奈美
（工学部組合員家族7オ）
（人文学部 ・ 理学部組合員
家族10オ）
三 位 山凶明美 （庶務部）
砂囲碁大会
実施月日 3月8日U:J
場 所 学生会館娯楽室
入 賞
Aクラス
優 勝 竹越栄佼
次 I]券 広田 実
一 位 金坂 主力
Bクラス
優 勝 松山政夫
次 勝 吉沢寿夫
一 位 五百｜崎喜明
Cクラス
優 勝 石川裕史
次 勝 越森 哲
一 位 御悩｜径
惨将棋大会
実施月日 3月15日U:J
場 所 工学部記念会館
入 賞
Aクラス
三段（工学部）
初段（工学・部）
四段（理学部）
3級 （理学部）
4級 （工学部）
3級（庶務部）
6 �及（学生古｜；）
H& （施設課）
9級（学生部）
俊 勝 平山 実（理学部）
次 JI芽 能手哲治（工学部）
一 位 前川清徳（工学部）
Bクラス
優 勝 高島正信（施設課）
次 勝 藤岡和典（工学部）
9 
報
一 位 五百崎喜明 （庶務部）
Cクラス
優 勝 黒田芳雄 （経済学部）
次 勝 高山藤一郎 （ 工学部）
一 位 佐伯信男 （施設課）
砂卓球大会
実施月日 3月8日（：！：）
場 所 本学第二体育館
入 賞
優 勝 工学部Aチーム
次 勝 人文・理学・教養チーム
一 位 経治 ・ 図書・短大チーム
〈住所変更〉
人文学部
職 貝
助教筏 北村 純一
教育学部
助教授 西川 友之
理学 部
文部技官 7](,l;h 俊雄
工学 部
講 師 岩城 敏博
助 手 中谷 訓；字
文部技’良ー 山本 ！民美
教養部
助教授 山本 孝一
講 師 三原 健一
消 息
主 要 日 誌
l土←－�
第199号
3月1日 共済組合主催スキー講習会（於 牛岳スキー場）
4日 連合会加入共済組合の動態統計調査説明会（於
金沢）
4～5日 昭和55年度富山大学入学試験
学
昭和55年 3 月号
6 日 学寮補導委員会
北陸地区国立学校事務電算化協議会（於 金沢
大学）
7 日 第22回北陸五大学施設制 当 者 協 議会 （ 於 富 山
大学）
8 日 昭和54年度学内 囲碁大会
昭和54年度学内 卓球大会
14日 第 6 回 大学院委員会
第 1 3 回評議会
富 山 大学放射性 同 位元素委員 会
15日 富 山 大学入学試験合格者発表
停年退職者 及 び勧奨退職者懇談会
昭和54年度学内将棋大会
19日 学寮補導委員会
24日 計算機セ ン タ ー運営委員会
放射性同位元素運営委員会
25日 昭和54年度 富 山 大学卒業式
第 9 団事務 協 議会
文 理 学 部
3 月13日 教授会
3 月 7 日 人事教授会
将 来計画委員会
8 日 予 算 委 員 会
13日 教授会
1 7 日 拡 大教務委員会
19日 教授会
24 日 将来計画委員会及 び 同 専 門 委員 会合同 委 員 会
教 育 学 部 ｜
3 月 7 日 ～ 1 3日 スキー実習 （ 於 芯 J'i 高 原 発 崎 温 泉 ）
13日 教務委 員 会
教務委 員 会 ・ 補 導委員会合同会議
教授会
人 事教授会
14日 附属養護学校卒業式
附属幼稚園卒業式
1 5 日 附属小学校卒業式
1 7 日 予算委員会
呉 山会送別会
報 第1 99号
附属幼稚 園 第 3 学期終業式
18日 附属 中 学校卒業式
21日 附属 中 学校 第 3 学期終業式
22日 附属小学校 第 3 学期終業式
附属養護学校 第 3 学期 終業式
l戸竺－りU
3 月1 1日 第 4 回 各種委員選考委員会
13日 第18回 人事教授会
第 四 回教授会
第20 回教務 委 員 会
25日 卒業祝賀 会 （ 於 富 山 商工会議所10階 ホ ー ル）
3 1 日 第20回教授会
第21 回教務 委 員 会
学 部 ｜
3 月1 2日 ト リ チ ウ ム 科学セ ン ター創 設準備委員会
1 3日 教段会
人事教授会
理学研究科委員会
29日 ト リ チ ウ ム科 学セ ン タ ー創設i_�；備委員会
l王三一竺l
3 月 7 日 構 内 交 通対策 委 員 会
1 0日 教授会
専 任教校会
工学研究科委員会
1 1日 講演会
i寅題 「最近 の フ ァ ク シ ミ リ 技術j:jfj 発の現状 と 利
用 拡 大 の 動 r<•J
議師 「松下竜送機苦是株式会社 技Z,j:j 聞 発 卒； 音II次 長
小林一雄氏」
1 3日 教員 選考委員会
教授会
工学研究科委員会
1 8日 専 任教授会
24日 予健会
l苧 蓑 �
3 月 3 日 補導委員会
教授 会
ハU
昭和55年 3 月 号 学
教授のみの教J受 会
14 日 予算委H 会
17 日 教J交のみの教 段 会
教段 会
18 日 教養吉｜；将 来計副委員 会
［唖里三��J
3 J J  28 日 昭和54年 度 県 内 大学高.d／ ［沼当館部会研究集会
資
昭 和 54 年 度 卒 業
学 青I\ ザ： H J小 業 者 数
文 理 学 部 文 学 科 80 
II 理 学 科 1 30 
2 10  
教脊ザ：古｜シJ�同交教員養成言県松 1 36 
II 中学ヰ交教員養成謀fhl. 44 
II 養護サ杖教員養成謀f!J_ 2 2  
II 幼利i閤教員養成課税 2 5  
2 2 7  
経 j斉 ＇：－｛： 音I\ ffJ� in 学 卒l 107 
II 経 営 学 科 112 
5十 2 1 9  
( 55 3 25付）
専 攻 科 。妻 了 者 数
文 空宇 専 攻 干i十 4 
教 育 専 i文 科 6 
品千 ii' バ＇＃＿・ 宮、‘T司 工矢 科 。
5十 10 
- 11 
報 第 199号
（ 力付与 山 医科薬利大学附属 図書館 ）
性向全世i
3 月 5 日 編 入学者選法試験
9 日 昭和55年度 入学者 選抜試験
1 4 日 第 1 7 回 教 授 会
1 5 日 入学者合俗発表
学生 と 教職員 懇談会
料
（ 修 了 ） 者 数
学 部 学 科
工 学 部 電 気 工 学 科
II 工 業 化 学 科
II 金 属 工 学 科
II 機 械 工 学 科
II 生 産 機 械 工 学 科
II 化 学 工 学 科
II 電 子 工 学 科
｛ふ’、 計
( 55  3 25イ寸 ）
平： 業 者 数
4 8  
3 8  
31 
4 6  
46 
3 2  
35 
276 
932 
昭 和 5 5年 3 月 号 声比一幸一 報 第199号
昭和54年度大学院修了 者 数
( 5 5 .  3 . 2 5 付 ）
i庁 究 科 ！ 専 攻 ！ 修
ド一一一一一一一 一→一一一一一千 ； 
1 数 字： 専 攻 ！
ι竺 理 学 専 攻 」
理
学 研 究 科 ！ ｛じ 学 専 攻 ｜
トー一一一 一一一一一一一斗
｜ 一生 物 学 専 攻
I �·十
［ 電 気 工 学 専 攻
工 業 化 学 専 攻卜一一一一一一
金 属 工 学 専 攻
機 械 工 学 専 攻
者
数
3 
6 
1 4  
6 
4 
2 
。
工 学 研 究 科
3 
工 島 専 攻
6 
機 械 干生 産
ー
一
工 学 専 攻
9 
主 ・
工 学 専 攻 斗
30 
44 A、Eコ
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 中 央 印 刷 株 式 会 社
富 山 市下奥井 1 4 5 
電 話 ＠ 6 5 7 2 （代）
つん1EA 
